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Ⅰ．調査対象企業

本稿では、ハンガリー企業の年次報告書の構成およびその内容を分析し、ハンガリーにおける企

業内容開示の現状について検討する。ここでは、jÉêÖÉåí=fåíÉêå~íáçå~ä=`çãé~åó=a~í~=aáêÉÅí=qj=に収

録されているハンガリー企業OV社のうちハンガリー語のみで年次報告書を公表している企業N社を

除く OU社の NVVV年または OMMM年の年次報告書について取り上げる。調査対象企業は次の OU社で

あり、これらの企業はいずれもブダペスト証券取引所に上場している。

①=_çêëçÇ`ÜÉã（プラスティック・パイプ製造、OMMM年）

②=_ê~ì=råáçå=eìåÖ~êá~（モルト飲料、OMMM年）

③ abj^pw（電気サービス、NVVV年）

④=a~åìÄáìë=pò~ääçÇ~=Éë=dóçÖóìÇìäç（ホテル、NVVV年）

⑤=bdfp=mÜ~êã~ÅÉìíáÅ~äë（製薬、OMMM年）

⑥=cçíÉñ（家庭用電気器具、OMMM年）

⑦=d~ê~ÖÉåíJbñÅÉä（機械器具製造、NVVV年）

⑧=dÉÇÉçå=oáÅÜíÉê（製薬、OMMM年）

⑨=dê~Äçéä~ëí（カーペットおよび絨毯製造、OMMM年）

沢=eìã~å=läíç~åó~ÖíÉêãÉäç=Éë=dóçÖóëòÉêÖó~êíç（製薬、NVVV年）

濯=fÄìëò（旅行会社、NVVV年）

琢=fåíÉêJbìêçé~=_~åâ（銀行、OMMM年）

託=hçåòìã（家具製造、OMMM年）
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鐸=jli=j~Öó~ê=lä~àJbë=d~òáé~êá（石油ガスサービス、OMMM年）

濁=j~Öó~ê=q~îâçòäÉëá（通信、OMMM年）

諾=jÉòçÖ~òÇ~ë~Öá=dÉéó~êíç（機械設備製造、NVVV年）

茸=k^_f=bëò~â=^ãÉêáâ~á=g~êãìáé~êá（バス製造、NVVV年）

凧=kçîçíê~ÇÉ=（電化製品、テレビ、ラジオ製造、NVVV年）

蛸=lqm=_~åâ=（銀行、NVVV年）

只=m~ååçåéä~ëí=jì~åó~Öáé~êá=（プラスティック加工、OMMM年）

叩==máÅâ=pòÉÖÉÇ（食品、NVVV年）

但==mêáã~Ö~ò=eìåÖ~êá~（石油製品、OMMM年）

達==o~Ä~=j~Öó~ê=s~Öçå=Éë=dÉéÖó~ê（自動車、OMMM年）

辰==pâ~ä~J`ççé（不動産、NVVV年）

奪==póåÉêÖçå=fåÑçêã~íáçå=póëíÉãë（コンピュータ周辺機器、OMMM年）

脱==qáëò~á=sÉÖóá=hçãÄáå~í=（石油化学、OMMM年）

巽==w^i^hbo^jf^=（化学製品、NVVV年）

竪==wï~Åâ=råáÅìã=（飲料、NVVV年）

　　（上記カッコ内は業種および入手した年次報告書の年度を示している。）

Ⅱ．ハンガリーの年次報告書の構成と内容

ハンガリーの年次報告書はそのほとんどが英語で書かれているが、英語とハンガリー語を併記し

ているものや、まれにハンガリー語のみで書かれているものもある。また、ページ数が多く、写真

や図表を多く取り入れて創意工夫がなされている企業もあれば、そうした配慮がなされていない企

業もある。各社の年次報告書の記載様式は多種多様であるが、その構成のうち共通するものを示せ

ば、次のとおりである。

①株主への挨拶

②組織情報

③業務情報

④監査報告書

⑤会計情報

年次報告書は財務諸表（注記を含む）と営業報告書（ÄìëáåÉëë=êÉéçêí）からなる。年次報告書に

よって利用者に提供される情報のうち、財務諸表によって提供される情報の内容を明らかにするこ

とがこの分析の中心課題である。そこで、年次報告書の項目のうち、財務諸表の内容については、

次節で述べることとし、本節では、営業報告書の記載事項を明らかにするため、株主への挨拶、組

織情報、業務情報、その他の事項の内容について検討する。
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1．株主への挨拶

株主への挨拶は、iÉííÉê=íç=íÜÉ=ëÜ~êÉÜçäÇÉêëI==iÉííÉê=Ñêçã=íÜÉ=ÅÜ~áêã~åI==`Ü~áêã~åDë=ÖêÉÉíáåÖë=などの

標題で `bl（最高経営責任者）が株主へ宛てる冒頭報告である。簡単な挨拶だけのものや、業績説

明や事業環境、社会関連事項、将来展望などを記載している企業もある。

2．組織情報

組織情報では、企業集団の株式所有構造を図示し子会社・関連会社に関する情報を掲載したり、

取締役会や監査委員会の役員の氏名・職位その他を時には写真入りで紹介している。また、企業の

株式所有構造（çïåÉêëÜáé=ëíêìÅíìêÉ）を記載している企業が NS 社あり、R％以上の株式を所有する

株主名を記載している企業もある。

3．業務情報

oÉéçêí=çÑ=íÜÉ=Äç~êÇ=çÑ=ÇáêÉÅíçêëI=j~å~ÖÉãÉåí=êÉéçêí=などの標題で、経営者による営業の状況の叙述

的説明がある。事業の種類別業務説明のほか、経営戦略、設備投資、研究開発、新製品の紹介など

を行っている。NM数頁もの紙数をさき、写真や図表を多く用い視覚に訴えるなどの工夫がみられる

企業もある。また、営業の状況を記載するだけではなく、cáå~åÅá~ä= êÉîáÉïI= cáå~åÅá~ä= ~å~äóëáëI

j~å~ÖÉãÉåíDë=~å~äóëáëなどの標題のもとで、財政状態、経営成績、キャッシュ・フローの状況を詳

細に分析している企業が U社ある。さらに、監査委員会報告書（ëìéÉêîáëçêóDë=êÉéçêí）を記載し、監

査委員会の職務責任を報告している企業が S社ある。

4．その他の事項

OU社のうち NN社が財務ハイライトを開示している。ここでは売上高、営業利益、税金、少数株主

損益控除前利益、当期純利益、N 株当り利益（bmp）、株主資本利益率（olb）、営業キャッシュ・フ

ローなどの経営成績、財政状態、キャッシュ・フローの状況を示す主要な財務指標が O 年対比形式

で、あるいは図表などを使って簡潔に記載されている。これによって、株主に会社の経営成績、財政

状態、キャッシュ・フローの状況への注意を喚起している。また、本来の会計数値ではない税金・配

当・利息控除前利益（b_afq）などの加工された利益情報を開示している企業もある。その他注目す

べき点としては、人的資源（Üìã~å=êÉëçìêÅÉë）を記載している企業が V社、環境保護（ÉåîáêçåãÉåí~ä

éêçíÉÅíáçå）や環境報告書（ÉåîáêçåãÉåí~ä=êÉéçêí）を記載している企業が S社あることである。

Ⅲ．ハンガリーの財務諸表の構成と内容

本節では、年次報告書のなかの財務諸表に焦点を当て、その構成と内容について検討する。一般

的に、ハンガリーにおける財務諸表による情報としては次のようなものがある。
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①連結貸借対照表

②連結損益計算書

③連結株主持分変動計算書

④連結キャッシュ・フロー計算書

⑤連結財務諸表の注記

⑥個別貸借対照表

⑦個別損益計算書

⑧監査報告書

1．財務諸表の実例

表 Nは、ハンガリーにおける財務諸表の一例として、_çêëçÇ`ÜÉã=社の財務諸表を示している（た

だし、財務諸表の注記については省略している）。同社では、年次報告書において、連結貸借対照

表、連結損益計算書、連結認識利得損失計算書、連結株主持分変動計算書、連結キャッシュ・フロー

計算書および監査報告書を開示している。表 N は国際会計基準（f^p）による _çêëçÇ`ÜÉã=社の連

結財務諸表を示しており、表 Oはハンガリー基準による _çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表を示してい

る。_çêëçÇ`ÜÉã=社の実例から、f^p による連結財務諸表は連結貸借対照表、連結損益計算書、連

結認識利得損失計算書、連結株主持分変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書が公表されてい

るが、ハンガリー基準による連結財務諸表では連結貸借対照表と連結損益計算書のみが公表されて

いる。表 Pはセグメント情報を示しており、事業別セグメント情報と地域別セグメント情報が開示

されている。表 Qは f^pへの調整表を示している。

2．財務諸表の実態分析（28 社）

ハンガリーの財務諸表による開示は、O つのパターンがみられる。f^p に準拠しているものとハ

ンガリーの会計規則（e^o）に準拠して作成されたものがある（両方を公表している企業もある）

が、会社によってその形式がさまざまであるところに Nつの特徴がある。そこで、今回取り上げた

OU社の年次報告書の財務諸表による情報を分析し、実際の開示の内容および法規制との関係からハ

ンガリーの開示の特徴をみていくことにする。

ハンガリーにおける財務諸表の開示様式と準拠基準の会社数は、表 Rのとおりである。また、財

務諸表の表示形式については表 Sのとおりである。

（N）連結財務諸表

NVVP年の法律第 `sⅢ号により、NVVQ年 N月 N日以降開始される事業年度より、連結財務諸表の

公表が義務づけられており、連結財務諸表は、連結貸借対照表、連結損益計算書および注記から構

成される。ハンガリーの会計規則に準拠して連結貸借対照表を公表している企業が V社、連結損益

計算書が V社、連結株主持分変動計算書が N社、連結キャッシュ・フロー計算書が O社、連結財務
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表 1　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（国際会計基準）

連結貸借対照表 （単位：百万フォリント）

注記番号 OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN

資産

流動資産：

現金 QIQVS OIOOO

売上債権 P NSIPSQ NOINSU

棚卸資産 Q NNIVUN UINQM

短期投資 R UPU OQ

その他の流動資産 S VIVQQ RITSP

流動資産合計 QPISOP OUIPNT

非流動資産：

有形固定資産 T STIUTV PQIPVN

無形固定資産 U QPO RNR

関連会社に対する投資 V VMS UVN

長期投資 NM OMIPRP QN

のれん NN RM NNS

負ののれん NO ESUNF

非流動資産合計 UUIVPV PRIVRQ

資産合計 132,562 64,271

負債および株主持分

流動負債：

仕入債務 NRIVQM UITSS

その他の未払負債 NP OIMQN NITVN

短期借入金 NQ RIPVN RIPPO

長期債務のうち短期分 NR NIRSR ONO

流動負債合計 OQIVPT NSINMN

長期負債：

長期債務 NR POIRUQ NIMOQ

その他の非流動負債 OQ QUR QTU

長期負債合計 PPIMSV NIRMO

少数株主持分： PQV NTM

株主持分

株式資本 NS NOIPNN NMIROQ

株式払込剰余金 NS NSIPOV NIOVQ

自己株式 NS ENTMF EPOF

利益剰余金 NT QRIOPO PQISPR

累積換算調整額 RMR TT

株主持分合計 TQIOMT QSIQVU

負債および株主持分合計 132,562 64,271
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表 1　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（国際会計基準）　（続き）

連結損益計算書

注記番号 OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN

売上高 NU NNMIPQT TOIRVP

売上原価　 EUNIUORF EROIUUVF

売上総利益 OUIROO NVITMQ

販売費　　 ESIQOUF EQIOUTF

一般管理費　 EVIOPRF ESISNRF

その他の営業収益／（費用）　=　 NV ENIRVOF EUSMF

営業利益 NV NNIOST TIVQO

その他の収益／（費用）：

受取利息 TSP PPU

支払利息 ENIUQTF EPOMF

関連会社からの収益 QTM PRU

投資売却益 NM OIOMP －

外貨換算益 NIVOP SNQ

外貨換算損 EOIOMRF EPMQF

その他の収益／（費用）合計 NIPMT SUS

法人税及び少数株主損益控除前利益 　 NOIRTQ UISOU

法人税費用 OM ENTMF ENVNF

少数株主損益控除前利益 　　 NOIQMQ UIQPT

少数株主損益　 EPTF EQQF

当期純利益 NOIPST UIPVP

N株当たり利益：

基本的（N株当たり ero） ON NINMO UMU

希薄化後（N株当たり ero） ON NINMO UMU

連結認識利得損失計算書

OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN

在外事業の財務諸表の換算差額 QOU ENMF

損益計算書において認識されない純利得／（損失） QOU ENMF

当期純利益　　　　　 NOIPST UIPVP

認識利得損失合計 NOITVR UIPVP

連結株主持分変動計算書

株式資本 払込剰余金 利益剰余金 自己株式 累積換算調整額 合計

NVVU年 NO月 PN日残高 NMIROQ NIOVQ OTIUOR EOUUF UT PVIQQO

NVVV年当期純利益 － － UIPVP － － UIPVP

NVVU年配当額 － － ENISNRF － － ENISNRF

正味自己資本売却額 － － PO ORS= － OUU

通貨換算調整額 － － － － ENMF ENMF
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表 1　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（国際会計基準）　（続き）

連結株主持分変動計算書　（続き）

株式資本 払込剰余金 利益剰余金 自己株式 累積換算調整額 合計

NVVV年 NO月 PN日残高 NMIROQ NIOVQ PQISPR EPOF TT QSIQVU

新株発行額 NITUT NRIMPR － － － NSIUOO

OMMM年当期純利益 － － NOIPST － － NOIPST

NVVV年配当額 － － ENITSUF － － ENITSUF

正味自己資本売却額 － － EOF ENPUF － ENQMF

通貨換算調整額 － － － － QOU QOU

OMMM年 NO月 PN日残高 NOIPNN NSIPOV QRIOPO ENTMF RMR TQIOMT

連結キャッシュ・フロー計算書

OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN

営業活動によるキャッシュ・フロー：

当期純利益 NOIPST UIPVP

現金に影響を与えない項目の修正：

減価償却費 RIQQO PIPPN

引当金の増加／（減少）

売上債権および棚卸資産 QQT EPSQF

固定資産の売却益 ENSOF ETF

関連会社および長期投資の売却益 EOISSSF EOQVF

関連会社の利益に対する持分 ESF ENMVF

環境引当金の取崩額 ENOF EROF

その他の非現金費用（純額） QTN NUV

NRIUUN NNINPO

流動資産および流動負債の変動

売上債権の増加 ENIOQPF EPIQRPF

棚卸資産の増加 EOIRPOF ENIQOVF

その他の資産の増加 EPIUVUF EOIMNQF

支払債務および未払債務の増加 PIUPU OIVQP

営業活動による正味キャッシュ・フロー NOIMQS TINTV

投資活動によるキャッシュ・フロー：

固定資産の取得 EORIRNQF ENOIUSRF

無形固定資産の取得 ENSVF EQMOF

関連会社に対する投資 EOVUF ENNPF

長期投資の取得 EOPIQTNF －

長期投資の売却収入 OOINUP －

子会社買収、正味現金取得額 ESIPSVF －

短期投資の（増加）／減少 EUNQF PIOQQ

固定資産の売却収入 TUM PNM

関連会社売却収入 TRO PUU

投資活動による正味キャッシュ・フロー EPOIVOMF EVIQPUF
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表 1　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（国際会計基準）　（続き）

連結キャッシュ・フロー計算書　（続き）

OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN

財務活動によるキャッシュ・フロー：

借入金の返済 EOQIRQOF EPVPF

借入金による収入 QVIRVU RIQPU

再取得自己株式に支払った正味現金 ENTRF EPRTF

配当金支払額 ENITSUF ENISNRF

自己株式の売却による収入 PR SQR

財務活動による正味キャッシュ・フロー OPINQU PITNU

現金の正味増加額 OIOTQ NIQRV

現金期首残高 OIOOO TSP

現金期末残高 QIQVS OIOOO

補足情報：

利息現金支払額 OIPPM PPN

法人税現金支払額 NNV NMM

表 2　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（ハンガリー基準）

連結貸借対照表 （単位：NIMMMフォリント）

　 NVVU年 NVVV年

01. A．固定資産 (02.+09.+16.) 27,110,534 39,786,768

MOK I．無形資産 (03Ó08.) 278,403 516,890

MPK 定期賃貸借権 VIQOV NSIMPO

MQK のれん

MRK 知的財産権 OQTIMQS QRMIURP

MSK 資産計上された研究開発費 NTIQQR QMIMUS

MTK 資産計上された再構築費 QIQUP VIVNV

MUK 無形固定資産の価値修正額

MVK II．有形資産 (10Ó15.) 26,274,799 38,540,451

NMK 土地および建物 TIQOUISUU VIMRNIOUP

NNK 技術設備、機械および車両 NNIRVRINUT NSIRTSIUNM

NOK その他の器具備品 NIMMPIURT NINVUIMSS

NPK 投資 RISUVIRTM VIUPSIMTR

NQK 投資前払費用 RRTIQVT NIUTUIONT

NRK 有形資産の価値修正額

NSK III．投資／財務資産 557,332 729,427

NTK 株式および参加持分 ENUÓONKF RPQIVNU TMTIVVU

NUK 連結企業に対する株式および参加持分　

NVK 共同経営企業に対する株式および参加持分　

OMK 関連企業に対する株式および参加持分　 RNQISNQ SUTIUVQ

ONK その他の企業に対する株式および参加持分　 OMIPMQ OMINMQ

OOK 有価証券 EOPÓOSKF RINTN TIPVN

OPK 連結企業
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表 2　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（ハンガリー基準）　（続き）

連結貸借対照表　（続き） （単位：NIMMMフォリント）

　 NVVU年 NVVV年

OQK 共同経営企業

ORK 関連企業

OSK その他の企業 RINTN TIPVN

OTK 貸付金 EOUÓPNKF NSIPQR NPIPSR

OUK 連結企業

OVK 共同経営企業

PMK 関連企業

PNK その他の企業 NSIPQR NPIPSR

POK 長期銀行預金 EPPÓPSKF M M

PPK 連結企業

PQK 共同経営企業

PRK 関連企業

PSK その他の企業

PTK 投資／財務資産の価値修正額

PUK 資本連結による差額 EPVK=H=QMKF UVU STP

PVK 子企業 UVU STP

QMK 関連企業

41. B．流動資産 (42.+49.+60.+82.) 23,805,954 26,126,427

QOK f．棚卸資産 EQMÓQRKF SIRNMISVR UINQSISVQ

QPK 原材料 PIPTPIQVM QISSTIVUV

QQK 商品 NNRIMNM PURIPPR

QRK 棚卸資産に対する前払費用 OIMPR NNUIUMV

QSK 家畜

QTK 仕掛品 QUOIVUP QTVINNS

QUK 製品 OIRPTINTT OIQVRIQQR

QVK II．金銭債権 (50Ó54.) 13,000,995 14,919,579

RMK 売掛金 UIVQOIOTP NOIOPNIOUN

RNK 受取手形 TSIQRO UPIPMR

ROK 未払込引受済資本金請求額

RPK ファウンダーに対する請求権

RQK その他の金銭債権 ERRÓRVKF PIVSSIQRV OIRUQIVSS

RRK 連結企業

RSK 共同経営企業

RTK 関連企業 NRVIPOT OROIUVN

RUK その他の企業 PIUMTINPO OIPPOIMTR

RVK 連結による法人税請求権 NRIUNN OMIMOT

SMK III．有価証券 (61.+66.+72.+77.) 3,555,285 55,994

SNK 転売目的社債 ESOÓSRKF NINQQIPVP M

SOK 連結企業

SPK 共同経営企業

SQK 関連企業

SRK その他の企業 NINQQIPVP

SSK 自己株式 ESTÓTNKF OUTISQN PNIQQO



京都マネジメント・レビュー　　第 1号NPM

表 2　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（ハンガリー基準）　（続き）

連結貸借対照表　（続き） （単位：NIMMMフォリント）

　 NVVU年 NVVV年

STK 自己株式 OUTISQN PNIQQO

SUK 連結企業

SVK 共同経営企業

TMK 関連企業

TNK その他の企業

TOK 転売目的株式 NUIOQQ M

TPK 連結企業

TQK 共同経営企業

TRK 関連企業

TSK その他の企業 NUIOQQ

TTK その他の有価証券 ETUÓUNKF OINMRIMMT OQIRRO

TUK 連結企業

TVK 共同経営企業

UMK 関連企業

UNK その他の企業 OINMRIMMT OQIRRO

UOK IV．当座資産 (83Ó84.) 738,979 3,004,160

UPK 現金および当座預金 NMIMNN NNIMNO

UQK 銀行預金 TOUIVSU OIVVPINQU

85. C．持分、未収収益および繰延資産 204,204 230,002

USK 資産合計 51,120,692 66,143,197

87. D．株主持分および剰余金 (88.+95Ó102+105.) PVINPSIOUM QRIMTNITOR

UUK f．引受済資本金 NMIROPIVVS NMIROPIVVS

UVK －連結企業引受分

VMK －共同経営企業引受分

VNK －関連企業引受分

VOK －転売目的自己株式 QVIOTP QITQU

VPK 登記所に登記されていない企業の資本増加

VQK 登記所に登記されていない企業の資本減少

VRK ff．資本剰余金 NIRMMIVSQ NIRMMIUNT

VSK fff．累積留保利益 NVIPMTINVT OSIUQQIRMR

VTK fs．過年度修正額

VUK s．再評価剰余金

VVK sf．当期利益 TISRMIPVM SIMMQIVRM

NMMK sff．当期利益

当期における損益の修正

NMNK sfff．子会社持分資本の変動 OUISQP OUISQP

NMOK fu．連結消去

NMPK 負債連結によるもの

NMQK 内部利益によるもの

NMRK u．外部者（所有者以外）の株式 NORIMVM NSUIUNQ

106. E．引当金 (107Ó109.) 720,829 814,284

NMTK N．将来損失引当金 OTTISUR QUNIPSS

NMUK O．将来債務引当金 QPUIUTV OPUITUV
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表 2　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（ハンガリー基準）　（続き）

連結貸借対照表　（続き） （単位：NIMMMフォリント）

　 NVVU年 NVVV年

NMVK P．その他の引当金 QIOSR VQINOV

110. F．負債 (111.+123.) 11,143,217 19,940,585

NNNK f．長期負債 NIMRUIRPU NIOORIROR

NNOK 投資・開発目的の長期借入金 UNSIRSQ VSPITRV

NNPK その他の目的の長期借入金

NNQK 長期債務 TRIMMM SMIMMM

NNRK 社債

NNSK 関係企業に対する債務

NNTK その他の長期負債 NQIQVP QUIQRM

NNUK 連結企業

NNVK 共同経営企業

NOMK 関連企業

NONK その他の企業 NQIQVP QUIQRM

NOOK 子会社の資本連結による差額 NROIQUN NRPIPNS

NOPK ff．短期負債 NMIMUQISTV NUITNRIMSM

NOQK 前受金 SSIMVN VRIRQP

NORK 仕入債務 SIQNVIORU UITUPIPPV

NOSK 支払手形

NOTK 短期借入金 NINTQITTP SIUMVISSS

NOUK 短期債務 NIMMM NSIPMM

NOVK その他の短期債務 ENPMÓNPQKF OIQOPIRRT PIMNMIONO

NPMK 連結企業

NPNK 共同経営企業

NPOK 関連企業 VNITVT SSISOO

NPPK その他の企業 OIPPNITSM OIVQPIRVM

NPQK 連結による法人税債務

135. G．未払費用 120,366 316,603

NPSK 源泉（持分および負債） 51,120,692 66,143,197

　連結損益計算書（総原価方式）

NVVU年 NVVV年

MNK 国内純売上収益 EMNL~ÓMNLÇKF ONINTMIVSQ OMIVMQITVQ

MNL~K 連結企業

MNLÄK 共同経営企業

MNLÅK 関連企業 NIMUSIOTO UPTIRUQ

MNLÇK その他の企業 OMIMUQISVO OMIMSTIONM

MOK 輸出純売上収益 EMOL~ÓMOLÇKF RNISUPIQST RPIQTNIRVR

MOL~K 連結企業

MOLÄK 共同経営企業

MOLÅK 関連企業

MOLÇK その他の企業 RNISUPIQST RPIQTNIRVR

I． 純売上収益 (01.+02.) 72,854,431 74,376,389

II． その他の収益 (II/a – II/f.) 1,811,775 2,096,431



京都マネジメント・レビュー　　第 1号NPO

表 2　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（ハンガリー基準）　（続き）

　連結損益計算書（総原価方式）　（続き）

NVVU年 NVVV年

ffL~K 連結企業

ffLÄK 共同経営企業

ffLÅK 関連企業 TIUMT SVIRMM

ffLÇK その他の企業 NITSOISTV OIMMQIOUP

ffLÉK 貸借対照表再計算による差額 PRIRMU OOISQU

ffLÑK 成果再計算による差額 RITUN

II/g. 負債連結による連結消去（成果の増加） 18,985

MPK 資産計上した自製資産 QMPIQOT SMMITMU

MQK 自製棚卸資産の在庫変動 ÓNVQIUOT ÓQRIRVU

III． 資産計上した自己給付 (03.+Ó04.) 208,600 555,110

MRK 材料関連費 QNIRTOINNQ QNIRMRITSS

MSK 材料関連用役の費消額 PIMVSIVNV PIRSVITQO

MTK 売上原価 TIQNUIOPM UIRVPIRUO

MUK 外注加工費 OPPIRMS SNUIMTQ

IV． 材料関連費用 (05.+06.+07.+08.) 52,320,769 54,287,164

MVK 労務費 QINPSIVSP QIPNUIRUO

NMK その他の人件費 RPUIVQO RVRINUP

NNK 社会保証負担金 NITTOIUPO NISOQIVRO

V． 労務関連費 (09.+10.+11.) 6,448,737 6,538,717

VI． 減価償却費 2,790,308 3,548,595

VII． その他の原価 2,093,917 2,499,078

VIII． その他の費用 2,075,488 2,433,298

VIII/a. 負債連結による連結消去（成果の減少） 2,256

A. 営業活動による損益

(I. + II. + II/g. ± III. – IV. – V. – VI. –VII. –VIII. –VIII/A) 

9,145,587 7,737,807

NOK 受取利息および利息関連収益 ENOL~ÓNOLÇKF RNNINOT NTQIRQV

NOL~K 連結企業

NOLÄK 共同経営企業

NOLÅK 関連企業 QIQOQ

NOLÇK その他の企業 RNNINOT NTMINOR

NPK 配当金および利益分配金 ENPL~ÓNPLÇKF NMUITOT VTIRNO

NPL~K 連結企業

NPLÄK 共同経営企業

NPLÅK 関連企業 VNIMNM UTIMMN

NPLÇK その他の企業 NTITNT NMIRNN

NQK 金融取引によるその他の収益 NMTIQQU PVPIOPV

IX． 金融取引による収益 (12.+13.+14.) 727,302 665,300

NRK 支払利息および利息関連費用 ENRL~KÓNRLÇKF OMSIRUU OPUISOP

NRL~K 連結企業

NRLÄK 共同経営企業

NRLÅK 関連企業 OIUTQ OIOSM

NRLÇK その他の企業 OMPITNQ OPQIPSP

NSK 財務投資の評価減 OMM
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表 2　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（ハンガリー基準）　（続き）

　連結損益計算書（総原価方式）　（続き）

NVVU年 NVVV年

NTK 金融取引によるその他の費用 UVITNV OOIUMO

X． 金融取引による費用 (15.+16.+17.) 296,307 259,625

B. 金融取引による損益 (IX–X.) 430,995 405,675

C. 営業および財務取引による損益 (±A. ±B.) 9,576,582 8,143,482

XI． 特別利益 879,309 1,350,067

XII. 特別損失 1,061,101 1,579,660

D. 特別損益 (XI–XII.) –181,792 –229,593

E. 税引前損益 (±C ±D) 9,394,790 7,913,889

XIII. 税金 171,083 186,993

XIII/a. 連結による法人税消去額 1,827 4,216

F. 税引後損益 (±E–XIII.) 9,225,534 7,731,112

NUK 配当および利益分配のための累積留保利益の取崩 PVITOU QRIMTS

NVK 配当金および利益分配（処分）額 ENVL~ÓNVLÇKF NISNQIUTO NITTNIOPU

NVL~K 連結企業

NVLÄK 共同経営企業

NVLÅK 関連企業

NVLÇK その他の企業 NISNQIUTO NITTNIOPU

G. 貸借対照表当期損益 (±F+18–19.) 7,650,390 6,004,950

　連結損益計算書（売上原価方式）

NVVU年 NVVV年

MNK 国内純売上収益 EMNL~ÓMNLÇKF ONINTMIVSQ OMIVMQITVQ

MNL~K 連結企業

MNLÄK 共同経営企業

MNLÅK 関連企業 NIMUSIOTO UPTIRUQ

MNLÇK その他の企業 OMIMUQISVO OMIMSTIONM

MOK 輸出純売上収益 EMOL~ÓMOLÇKF RNISUPIQST RPIQTNIRVR

MOL~K 連結企業

MOLÄK 共同経営企業

MOLÅK 関連企業

MOLÇK その他の企業 RNISUPIQST RPIQTNIRVR

I． 純売上収益 (01.+02.) 72,854,431 74,376,389

II． その他の収益 (II/a–II/d.) 1,811,775 2,096,431

ffL~K 連結企業

ffLÄK 共同経営企業

ffLÅK 関連企業 TIUMT SVIRMM

ffLÇK その他の企業 NITSOISTV OIMMQIOUP

ffLÉK 貸借対照表再計算による消去額 PRIRMU OOISQU

ffLÑK 成果再計算による消去額　 RITUN

ffLÖK 負債連結による連結消去額（成果の増加） NUIVUR

MPK 直接販売費 QUINPRIPRS QTIRVMIVRQ

MQK 売上原価、外注加工費 TISRNITPS VIONNISQS

III． 直接販売費 (03.+04.) 55,787,092 55,802,600
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表 2　_çêëçÇ`ÜÉã=社の連結財務諸表（ハンガリー基準）　（続き）

　連結損益計算書（売上原価方式）　（続き）

NVVU年 NVVV年

MRK 売上原価 QRIUPN PROIPUT

MSK 管理費 QINVOIMOP QIVSMIQVM

MTK その他の一般管理費 PIQOMINUR QIOMOIVST

IV． 間接販売費 (05.+06.+07.) 7,658,039 9,515,844

V． その他の費用 2,075,488 2,433,298

sL~K 負債連結による連結消去額（成果の減少） OIORS

A. 営業活動による損益(I. + II. + II/g. – III. – IV. – V. – V/a.) 9,145,587 7,737,807

MUK 受取利息および利息関連収益 EMUL~ÓMULÇKF RNNINOT NTQIRQV

MUL~K 連結企業

MULÄK 共同経営企業

MULÅK 関連企業 QIQOQ

MULÇK その他の企業 RNNINOT NTMINOR

MVK 配当金および利益分配額 EMVL~ÓMVLÇKF NMUITOT VTIRNO

MVL~K 連結企業

MVLÄK 共同経営企業

MVLÅK 関連企業 VNIMNM UTIMMN

MVLÇK その他の企業 NTITNT NMIRNN

NMK 金融取引によるその他の収益 NMTIQQU PVPIOPV

VI． 金融取引による収益 (08.+09.+10.) 727,302 665,300

NNK 支払利息および利息関連費用 ENNL~KÓNNLÇKF OMSIRUU OPSISOP

NNL~K 連結企業

NNLÄK 共同経営企業

NNLÅK 関連企業 OIUTQ OIOSM

NNLÇK その他の企業 OMPITNQ OPQIPSP

NOK 財務投資の評価減 OMM

NPK 金融取引によるその他の費用 UVITNV OOIUMO

VII． 金融取引による費用 (11.+12.+13.) 296,307 259,625

B. 金融取引による成果 (VI. – VII.) 430,995 405,675

C. 営業／事業活動による損益 (±A ±B) 9,576,582 8,143,482

VIII． 特別利益 879,309 1,350,067

IX. 特別損失 1,061,101 1,579,660

D. 特別損益（VIII–IX.） –181,792 –229,593

E. 税引前利益 (±C ±D) 9,394,790 7,913,889

X. 税金 171,083 186,993

uL~K= 連結による法人税消去額 NIUOT QIONS

F. 税引後損益 (±E –X.) 9,225,534 7,731,112

NQK 配当および利益分配のための累積留保利益の取崩額 PVITOU QRIMTS

NRK 配当金および利益分配（処分）額 ENRL~ÓNRLÇKF NISNQIUTO NITTNIOPU

NRL~K 連結企業

NRLÄK 共同経営企業

NRLÅK 関連企業

NRLÇK その他の企業 NISNQIUTO NITTNIOPU

G. 貸借対照表当期損益 (±F + 14.–15.) 7,650,390 6,004,950
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諸表の注記が O社であった。また、f^pに準拠して連結貸借対照表を公表している企業が NT社、連

結損益計算書が NT社、連結株主持分変動計算書が NS社、連結キャッシュ・フロー計算書が NT社、

連結認識利得計算書が P 社、連結財務諸表の注記が NT 社であった。NVVN 年会計法では連結キャッ

シュ・フロー計算書は注記で開示することが要求されているが、f^p では本体で開示が要求されて

いる。また、連結認識利得計算書は NVVN年会計法では要求されておらず、f^pにより連結財務諸表

を公表する P社のみが開示している。さらに、セグメント情報を開示している企業が NQ社、f^pと

表 3　セグメント情報

事業別セグメント情報 2000 年度 E単位：NIMMMフォリント）

`ÜäçêáåÉJ

sáåóä

ms` 合成品 mro _`Jj`ew ﾌ ﾗ゚ｽﾃｨｯｸ

製　品

その他 消去　= 合計

セグメント別収益=

外部売上高 QIVSV PSIMVS QINOR NSISNP NNIVUU NMITVT ORITRV NNMIPQT

時価による内部

セグメント売上高 PPIVUP NSIRMV SIQPP QIRQP PIVRV NIPVO SITRR ETPIRTQF M

総売上高 PUIVRO ROISMR NMIRRU ONINRS NRIVQT NOINUV POIRNQ ETPIRTQF NNMIPQT

セグメント別成果 7,194 7,810 1,773 6,427 2,440 1,928 888 62 28,522

未配分費用 ENTIORRF

営業利益 － － － － － － － － NNIOST

利息収益／費用 E純額 F － － － － － － － － ENIMUQF

関連会社利益 － － － － － － － － QTM

外貨換算損益 － － － － － － － － EOUOF

投資売却純利益 － － － － － － － － OIOMP

法人税費用 － － － － － － － － ENTMF

少数株主持分 － － － － － － － － EPTF

当期純利益 － － － － － － － － 12,367

セグメント別資産 VIVMM NRIPPS PIRMO NNIVRU NUIVNO SIUUT PRIQOU EQITMVF VTIONQ

関連会社投資 － － － － － － － － VMS

未配分資産　 － － － － － － － － PQIQQO

連結資産合計　 － － － － － － － － NPOIRSO

セグメント別負債 PISOS TNU QTN NIOSN VIMNS OIUVR OSITUM EQIUPUF PVIVOV

未配分負債 － － － － － － － － NUIQOS

連結負債合計 － － － － 　=－ 　=－ － － RUIPRR

資本的支出　 NIPOR NIUQO OUP NIRVN OTR VVT NUISNP － OQIVOS

減価償却費　 UTQ SPR NTR NIMVQ NIMPQ QTU NIMRS VS RIQQO

地域別セグメント情報 2000 年度

ハンガリー 西欧諸国 中東欧諸国 その他 合計

地域別売上高 ONIUUQ ROISVN PNIQNS QIPRS NNMIPQT

セグメント別資産の帳簿価額 NMUINPV RRS OPIUST － NPOIRSO

固定資産および無形資産への

追加額 OQIRQV O PTR － OQIVOS
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の調整表を開示している企業が R社あった。

貸借対照表の配列について、流動性配列法を採用している企業数（NP社）と固定性配列法を採用

している企業数（NR社）はほぼ同じである。また、損益計算書の様式について、総原価法を採用し

ている企業数（NO社）よりも売上原価法を採用している企業数（NU社）の方がやや多い。

連結財務諸表については、ハンガリーの会計規則に準拠して作成している企業数よりも f^pに準

拠して連結財務諸表を作成している会社数の方が多い（N社はアメリカ基準に準拠している）。

（O）個別財務諸表

NVVN年会計法によれば、個別財務諸表は、貸借対照表、損益計算書および財務諸表の注記から構

成される。ハンガリーの会計規則に準拠して貸借対照表を公表している企業が NQ社、損益計算書が

NQ社、キャッシュ・フロー計算書が Q社、財務諸表の注記が O社であった。また、f^pに準拠して

貸借対照表を公表している企業が Q 社、損益計算書が Q 社、株主持分変動計算書が O 社、キャッ

シュ・フロー計算書が P社であった。

貸借対照表の配列について、流動性配列法を採用している企業（O社）よりも、固定性配列法を

採用している企業（NS社）の方が多い。また、損益計算書の様式について、総原価法を採用してい

る企業（NP社）が売上原価法を採用している企業（T社）よりも多い。

連結財務諸表とは逆に、個別財務諸表については f^pに準拠するよりもハンガリーの会計規則に

準拠して個別財務諸表を作成している会社数の方が多い。

（P）財務諸表の注記

NVVN年会計法によれば、財務諸表の注記とは、貸借対照表および損益計算書において開示される

純資産、財政状態、純利益に関する真実かつ公正な概観を提供するために必要な追加情報であり、

=表 4　_çêëçÇ`ÜÉã=社の f^pへの調整表（OMMM年度）

2000 年 12 月 31 日調整表 （単位：百万フォリント）

持　分 利　益 資　産 負　債

ハンガリー基準による配当前連結数値 ESOITQRF ENNIUUVF NPSIRQM ESNIVMSF

負ののれん － － EVVRF VVR

投資取得原価 － ERMRF RMR －

外貨換算益 － EOSUF NRT NNN

固定資産修正額 QPP NSN ERVQF －=

関連会社に対する投資 ENUF NPS ENNUF －

環境引当金 QTU ENOF － EQSSF

株式資本再分類 NTM － ENTMF －

自己株式の売却による利益 O EOF － －

会社間拠出額 QR EQRF － －

その他の再分類 － － EOITSQF OITSQ

その他 EOMRF RS O NQT

f^pによる連結数値　　　=　　 ESNIUQMF ENOIPSUF NPOIRSP ERUIPRRF
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数値および文書により表現される（第 RN条（O））。連結財務諸表の注記を開示している企業は OM社

であり、そのうち NT社が f^pに準拠しており、ハンガリーの会計規則に準拠しているのはわずか O

社であった（N社はアメリカ基準であった）。また、個別財務諸表の注記を開示している企業は Q社

であり、そのうち f^pに準拠しているのが O社、ハンガリーの会計規則に準拠しているのが O社で

あった。

調査対象企業 OU社のうち財務諸表にの注記を開示している企業は OO社であり、その P分の Nの

会社（U 社以上）が表示している注記の実態は表 T のとおりである。表 T において、財務諸表の注

記の大部分は貸借対照表項目であるのが特徴的である。また、会計方針を開示している企業は NV社

であり、どのような項目を表示しているかについては表 Uのとおりである（NU社中 P分の Nの会社

（S社）=が表示している項目のみ示している）が、大部分は f^p第 N号のパラグラフ VQに示されてい

る会計方針の例示である。

また、NVVS 年の法律第 `us 号の改正により、キャッシュ・フロー情報が注記として開示される

ことになった。キャッシュ・フロー計算書の様式は、NVVN年会計法では、=直接法ではなく間接法に

よる様式のみが認められており、キャッシュ・フロー計算書を公表している企業はすべて、間接法

を採用している。

注記の項目数については、表 Vに示すとおり、各社により相違するが、最も多い会社で OV項目、

表 5==財務諸表開示様式と準拠基準

財務諸表の開示様式
準拠基準

e^o f^p rpJd^^m

連結貸借対照表 V社 NT社 N社

連結損益計算書 V NT N

連結株主持分変動計算書 N NS N

連結キャッシュ・フロー計算書 O NT N

連結認識利得計算書 M P M

連結財務諸表の注記 O NT N

個別貸借対照表 NQ Q M

個別損益計算書 NQ Q M

個別株主持分変動計算書 M O M

個別キャッシュ・フロー計算書 Q P M

個別財務諸表の注記 O O M

表 6　財務諸表の表示形式

財務諸表の開示様式 流動性配列法 固定性配列法 =総原価法 売上原価法

連結貸借対照表 NP社 NR社

連結損益計算書 NO社 NU社

個別貸借対照表 O NS

個別損益計算書 NP T
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最も少ない会社で NV項目であり、加重平均では OP項目である。

次に注記に使用している頁数（但し、英語のみ）については、表 NM のとおり、最も多い会社で

OM頁、最も少ない会社で U頁であり、平均 NO頁である。

（Q）監査報告書

監査報告書は監査人によって、財務諸表が会計法の規定にしたがって、適正に作成されたもので

あるかどうか、また、会計年度末の財政状態と会計年度の経営成績について、真実かつ公正な概観

（íêìÉ=~åÇ=Ñ~áê=îáÉï）を提供しているかどうかについて、証明した書類である。財務諸表は前期の金

額との比較で表示することを要求しているのに対して、これは当期分のみの金額についての監査報

==表 7==財務諸表の注記による開示実態

項　　　　目 会社数

棚卸資産 OM

会計方針 NV

売上債権 NU

有形固定資産 NU

売上債権 NU

無形固定資産 NS

投資 NS

セグメント情報 NQ

N株当たり利益 NP

一般（背景） NO

偶発債務 NO

引当金 NM

契約債務 NM

関連当事者間取引 NM

少数株主持分 V

金融商品 U

=表 8==会計方針の開示実態

項　　　目 会社数

棚卸資産 NR

連結基礎 NQ

収益の認識 NQ

外貨換算 NQ

有形固定資産 NQ

投資 NO

現金および現金同等物 NO

無形固定資産 NN

会計慣習（作成基準、表示基準） NM

売上債権 V

N株当たり利益 V

引当金 V

セグメント情報 U

自己株式 U

表 9　注記の項目数 表 10==注記の頁数

注記数 会社数 頁　数 会社数

NV N== U O

OM N V R

ON R NM O

OO O NN O

OP P NO N

OQ N NP N

OR O NQ O

OS N NR N

OU N NT O

OV O OM N
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告である。監査報告書の名称としては、独立会計士の報告書（áåÇÉéÉåÇ~åí=~ÅÅçìåí~åëD=êÉéçêí）、監

査人の報告書（~ìÇáíçêëD=êÉéçêí）、または会計士の報告書（~ÅÅçìåí~åíëD=êÉéçêí）がよく用いられる。

監査報告書の例は表 NNに示すとおりである。

Ⅳ．ハンガリーにおける企業内容開示の特徴

NVVN年会計法によれば、複式簿記システムを採用し、一定の規模基準を満たす企業については年

次報告書の作成が要求されている（第 NS条）。年次報告書は貸借対照表、損益計算書、財務諸表の

注記、および営業報告書から成り立っている（第 NU条（N））。営業報告書は、財務諸表以外の記述

的情報であるが、株主への挨拶、組織情報、業務情報、その他の事項から構成されている。NVVN年

会計法によれば、年次報告書はハンガリー語で作成され、通貨単位は原則として NIMMM フォリント

単位であるが（第 NV条（O））、f^p準拠の財務諸表を作成している企業は通常 NIMMMIMMMフォリント

単位を用いている。また、NVVN年会計法によれば、営業報告書には、経営者によるファイナンシャ

ル・レヴューおよび重要な後発事象、再取得自己株式に関する情報、研究開発に関する情報を記載

しなければならないが（第 RS条）、ファイナンシャル・レビューを記載している企業は U社しかない。

NVVN年の会計法の導入により、b` 会社法指令の範囲内においてハンガリーの会計規則と f^pと

の相違が減少した。ただし、ハンガリーの会計規則は国際的に重要ないくつかの事項を取り扱って

いない。実際の開示にあたっては、同じ上場会社であっても、会社によって開示のレベルに差がみ

られる。すなわち、f^p に準拠して詳細な年次報告書を公表している企業もあれば、ハンガリーの

==表 11　監査報告書（_çêëçÇ`ÜÉã=社）

監査報告書

_çêëçÇ`ÜÉã=社の株主の皆様へ

われわれは、添付されている _çêëçÇ`ÜÉã=社およびその子会社の OMMM年 NO月 PN日現在の連結貸借対照

表、ならびに同日をもって終了する年度の連結損益計算書、連結持分変動計算書および連結キャッシュ・

フロー計算書について監査を実施した。これらの財務諸表は、経営者の責任のもとに作成されたもので

ある。われわれの責任は、われわれの実施した監査にもとづいて、これらの財務諸表に対する意見を表

明することにある。

われわれは、国際監査基準に準拠して監査を実施した。これらの基準は、われわれに財務諸表に重要な

虚偽記載がないかどうかについての合理的な保証を得るために監査を計画し、実施することを求めてい

る。監査には、財務諸表の金額および開示を裏付ける証拠の試査にもとづく検証が含まれている。また、

監査には、全体としての財務諸表の表示の検討とともに、経営者が採用した会計原則および経営者によっ

て行われた見積りの評価も含まれている。われわれは、われわれが実施した監査によって意見表明のた

めの合理的な基礎を得たと判断している。

われわれの意見では、連結財務諸表が、国際会計基準に準拠して、NVVV 年 NO 月 PN 日現在の財政状態、

同日をもって終了する年度の経営成績、株主持分の変動およびキャッシュ・フローの状況について、真

実かつ公正な概観を与えている。

bêåëí=C=vçìåÖ=hÑíK

_ìÇ~éÉëíI=eìåÖ~êó

OMMN年=P月 OS日
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会計規則のみで簡素な年次報告書を公表している企業もある。連結財務諸表を f^p（または f^p と

ハンガリーの会計規則の併用）に準拠して公表し、個別財務諸表をハンガリーの会計規則に準拠し

て公表している企業が多い。

ハンガリーの会計規則では、キャッシュ・フロー計算書は注記で開示が要求されているが、キャッ

シュ・フロー計算書を公表している企業は財務諸表の本体で公表している。また、ハンガリーの会

計規則では要求されていない株主持分変動計算書と認識利得損失計算書を公表している企業もあ

る。キャッシュ・フロー計算書、株主持分変動計算書、認識利得損失計算書を公表している企業は

f^pに準拠して財務諸表も公表しているためである。

ハンガリーの会計は国際的調和の発展過程にあり、f^p 準拠の財務諸表とハンガリーの会計規則

の財務諸表が混在しているが、f^p 準拠の財務諸表を公表している企業数は増加傾向にあり、こう

した状況は今後も続くことが予想される。

^å=^å~äóëáë=çÑ=íÜÉ=^ååì~ä=oÉéçêíë=éìÄäáëÜÉÇ=Äó=eìåÖ~êá~å=`çãé~åáÉë

kçêá~âá=v^j^gf

h~òìç=efo^j^qpr

^_pqo^`q

qÜÉ=éìêéçëÉ=çÑ=íÜáë=é~éÉê=áë=íç=ÅçåëáÇÉê=íÜÉ=~ååì~ä=êÉéçêíë=éìÄäáëÜÉÇ=Äó=eìåÖ~êá~å=Åçãé~åáÉëK

eìåÖ~êá~å= ^ÅÅçìåíáåÖ= pí~åÇ~êÇë= ~êÉ= Ä~ëÉÇ= çå= íÜÉ= ^ÅÅçìåíáåÖ= ^Åí= çÑ= NVVNK= qÜÉ= ~ååì~ä= êÉéçêí

ÅçãéêáëÉë=íÜÉ=Ñáå~åÅá~ä=ëí~íÉãÉåíëI=íÜÉ=ëìééäÉãÉåí~êó=~ééÉåÇáñI=ÄìëáåÉëë=êÉéçêí=~åÇ==íÜÉ=~ìÇáíçêDë

êÉéçêíK=_ìëáåÉëë=êÉéçêí=ëÜçìäÇ=áåÅäìÇÉ=~=Ñáå~åÅá~ä=êÉîáÉï=Äó=ã~å~ÖÉãÉåíK=cçê=íÜÉ=ãçëí=Åçãé~åáÉë

íÜÉ=ÅçåëçäáÇ~íÉÇ=Ñáå~åÅá~ä=ëí~íÉãÉåíë=~êÉ=éêÉé~êÉÇ=áå=~ÅÅçêÇ~åÅÉ=ïáíÜ=f^p=Eçê=ïáíÜ=ÄçíÜ=f^p=~åÇ=íÜÉ

^ÅÅçìåíáåÖ=^Åí=çÑ=NVVNFI=ïÜÉ~ë=íÜÉ=é~êÉåí=áåÇáîáÇì~ä=ëí~íÉãÉåíë=~êÉ=éêÉé~êÉÇ=áå=~ÅÅçêÇ~åÅÉ=ïáíÜ

íÜÉ=^ÅÅçìåíáåÖ=^Åí=çÑ=NVVNK=qÜÉ=åìãÄÉê=çÑ=Åçãé~åáÉë=éìÄäáëÜáåÖ=f^pJÄ~ëÉÇ=ÅçåëçäáÇ~íÉÇ=Ñáå~åÅá~ä

ëí~íÉãÉåíë=ïáää=áåÅêÉ~ëÉ=áå=íÜÉ=ÑìíìêÉK


